
水際対策・不法滞在対策の強化

　位置情報システムは，入管法違反者などの情報提供のあった外国人の所在地情

報等を地図上にマッピングするシステムで一覧性が高く，複数の場所の連続した

摘発や実態調査に効果的であるが，平成２６年３月にシステムサポート及び地図

サービスの提供が終了することから更新し効率的・効果的な違反調査や実態調査

等の実施体制を確保する。

　全国の主要空海港，地方局等に偽変造文書鑑識システムを配備し，オンラ

インで照会・情報交換可能な体制を構築しているが，その多くは平成１３年

度に整備されたものであり，経年劣化が著しいことから更新し，精巧化する

偽変造文書への鑑識能力を向上させることにより，出入国審査の厳格化を図

る。

位置情報システムの更新

偽変造文書鑑識システムの更新

入管法違反者等の情報を視覚的に表示

効果的な調査・摘発

オンラインで照会・情報交換
文書鑑識機器
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